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分布北辺域におけるセグロセキ レイの季節的移動

川辺 百樹1)

SeasonalMovementsatthenorthernmarginofthedistributionof

JapaneseWagtail,ル 伽oc'1Zα9アo磁3

MomokiKAWABE1)

は じ め に

「日本 鳥 類 目録 改 定 第6版 」(日 本 鳥 学 会2000)

に よ る と,日 本 列 島 の 固 有 種 で あ る セ グ ロ セ キ レ

イ 愉'αc'11α9πoη廊 は留 鳥 とさ れて い る.し か し,

本 種 の分 布 北 辺 域 に あ た る北 海 道 の個 体 群 にっ い

て,Brazil(1991),藤 巻(2000),河 井 ほか(2003),

Alst6rm&Mild(2003)は,こ れ と異 な る見 解 を

明 らか に して い る.す なわちBrazil(1991)は,少

数 が 北 海 道 南 部 と東 部 で まれ に越 冬 し,ウ トナ イ

湖 で10月 か ら3月 まで 定 期 的 に,北 海 道 北 東 部 の

知 床 半 島 で2月 に見 られ た が,10月 中 旬 か ら3月

下 旬 ま で多 くの と ころ か らい な くな る,と 述 べ て

い る.藤 巻(2000)は 夏 鳥 一 部 留 鳥,冬 に も少数

が 残留 す る と し,河 井 ほか(2003)も 夏 鳥,一 部 が

越 冬 と して い る.世 界 の セキ レイ類 につ いて ま とめ

たAlst6rm&Mild(2003)は,Brazil(1991)の

見 解 を受 け て,北 海 道 の繁 殖 地 で は冬 期 間(10月

か ら3月 下 旬 まで)い な くな るが,少 数 が 南 部 や

東 部 に 留 ま る と述 べ て い る.

これ らの見 解 は,標 識 個 体 か ら得 られ た 結 果 に

基 づ く判 断 で は な い よ うで あ る.ま た 筆 者 の これ

ま で の観察 事 実 と も一 致 しな い.そ こで 本稿 で は,

十 勝 地 方 北 部 で の標 識 調 査 の デ ー タを も とに,分

布 北 辺 域 に お け る セ グ ロ セ キ レイ の季 節 的移 動 に

っ いて 報 告 す る と と も に本 種 の季 節 的 移 動 と生 息

地 の 質 との 関 係 にっ いて 考 察 す る.

材料 および方法

筆者は,1976年 から十勝地方で本種の調査を行

なってきた.セ グロセキレイの生息地 としての十

勝地方の特徴にっいては,川 辺(2004)で 述べた

ので,こ れを参照 していただきたい.標 識個体に

関するデータは1978年 から1984年 までに北海道中

央部(十 勝地方北部)の 居辺川 ・糠平 ・十勝三股

で得 られたものである(図1) .標 識調査を行なっ

た3地 点にっいてその概要を記す.

居辺川は十勝平野北部の士幌台地に源をもっ流

路延長33.5kmの 河川で,上 士幌町内で扇状地礫

層(北 居辺礫層:十 勝団体研究会1978)か ら多量

の砂礫が供給 されるため,網 状流河川となってい
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図1.調 査 位 置 図.1:居 辺 川2:糠 平3:十 勝 三 股

Figure1.Locationofstudysites.1:theOribeRiver
,

2:Nukabira,3:Tokachi-Mitsumata
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る.河 道 に は増 水 時 の砂 礫 の移 動 に よ って 流 路 が

遮 断 され て で きた止 水 に近 い水 域 も点 在 す る.河

道 の両 岸 に は河 畔 林 が 成 立 して い る.こ の 河 畔 林

の 中 にか つ て の河 道(以 下 旧河 道 と い う)が あ り,

緩 や か な流 れ と な って い る.両 岸 の段 丘 崖 下 部 に

は湧 泉 が各 所 に あ り,こ こか ら細 流 が居 辺川 に入 っ

て い る.ま た両 岸 の氾 濫 原 に は小 学 校 や農 家 が点

在 し,森 林 を 伐 開 した グ ラ ン ドや農 地(主 に牧 草

地)も あ る.調 査 は居 辺 川 の標 高200m(北 緯43度

11分42秒,東 経143度22分47秒;図4のA)付 近

か ら東 居 辺 橋(北 緯43度13分32秒,東 経134度22

分36秒,標 高240m;図4のB)ま で の河 道 とその

両岸 で行 な った.調 査 地 の面積 は約1.7km2で あ る.

糠 平(標 高 約530～550m,北 緯43度22分,東 経

143度12分)は,大 雪 山 系 の 南 東 部 に位 置 し,100

軒 ほ ど の民 家 ・旅 館 ・ホ テ ル な ど か らな る集 落 で

あ る.こ の集 落 は エ ゾ マ ツP'cθoノ εzoεη3'3・ト ド

マ ッ 肋 ∫ε35αc加 伽 εη3'5な どの 針 葉 樹 と ミズ ナ ラ

g〃εrc〃3加oηgo1'covar.gアo∬ ε3ε〃o'o・ イ タ ヤ カ エ

デ ォcεr〃20ηoな ど の 広 葉 樹 か らな る針 広 混 交 林

帯 の 中 に あ る.集 落 の東 側 に は1955年 に ダム建 設

に よ って で きた糠 平 湖 が あ る.こ の湖 は発 電 用 貯

水 池 の た め,冬 か ら春 に水 位 が著 し く低 下 し,そ

の後 水 位 が上 昇 し秋 に満 水 状 態 とな る.水 位 が 低

い 間 は湖 岸 の 裸 地 に伐 根 が 多 数 み られ,糠 平 川 の

河 口 に は砂 礫 川 原 も出 現 す る.湖 面 は例 年12月 に

結 氷 す る.調 査 は糠 平 温 泉 の集 落 と糠 平 川 河 口付

近 の 糠 平 湖 で 行 な っ た.調 査 面 積 は約0.5km2で

あ る.

十 勝 三 股(標 高670m,北 緯43度30.5分,東 経

143度9分)は,糠 平 か ら約17km北 に位 置 し,大

雪 山 系 東 部 の 針 葉 樹 林 帯 の 中 に あ る集 落 で あ る.

1939年 に鉄 道 が 開 通 し,木 材 の集 積 地 と して集 落

が 形 成 さ れ た.集 落 の西 側 を音 更 川 の支 流,中 の

川 が 流 れ て い る.こ の付 近 に は大 きな砂 礫 川 原 は

見 られ な い.調 査 は貯 木 場 とそ の 周辺 の 居 住地 で

行 な った.調 査面 積 は約0.5km2で あ る.

年 平 均 気 温 と年 平 均 降 水 量 は,糠 平 が3.50C,

1289mm(AMeDASア メ ダス 糠 平 観測 点 で の1979

～2000年 の デ ー タ に よ る),居 辺 川 が5.4℃,

896.6mm(調 査 地 の6km西 方 の ア メ ダ ス上 士 幌

観 測 点 で の1979～2000年 の デ ー タに よ る)で あ っ

た.十 勝 三 股 で は1974～1978年 の 旧国 鉄 十 勝 三 股

駅 の観 測 記 録 が あ り,こ れ に よ る と年 平 均 気 温 は

1.9度 で あ った.積 雪 期 間 は十勝 三 股 が 最 も長 く12

月 ～4月 下 旬,糠 平 が12月 ～4月 中旬,居 辺 川 は

12月 ～3月 下 旬 で あ る.調 査 地 の概 要 にっ い て は,

川 辺(1999,2005)も 参 考 に して い た だ きた い.

個 体 の識 別 は,環 境 庁(当 時)の ナ ンバ ー リ ン

グ とカ ラー リ ングを 組 合 わ せ て 附 蹟 に装 着 し,望

遠 鏡(25倍)を 用 い て 行 な っ た.個 体 識 別 した セ

グ ロセ キ レイ成 鳥 は,居 辺 川 が22個 体,糠 平 が4

個 体,十 勝 三 股 が1個 体 で あ った.

結 果

1.冬 季の出現地点

1972年 から2003年 に十勝地方で観察されたセグ

ロセキ レイの出現地点についてはすでに報告 した

(川辺2004).こ れに居辺川 ・糠平などでの若干

の観察データを加え,非 繁殖期(9～2月)に 観

察された地点を図2に 示す.

9月 から11月に湖沼では芽登取水 ダム ・音更川

元小屋ダム ・糠平湖 ・東大雪湖(十 勝ダム貯水池)・

岩松湖(岩 松 ダム貯水池)・士幌澱粉廃液貯水池 ・

音更川幌加音更取水ダム ・足寄湖(活 込ダム貯水

池)・ 湧洞沼 に,山 間渓流では トーマベツ川 ・ヤ

ンベツ川ナイタイ沢付近 ・ヤンベツ川山田温泉付

近 ・ヌプントムラウシ川 ・ユウウンナイ川 ・音更

川滝の沢橋 ・音更川三股橋に出現 した.そ して広

尾町大丸山公園 ・新得駅前 ・新得町サホロスキー

場 ・広尾町フンベ ・上士幌町上音更 ・帯広市緑ケ

丘公園 ・豊頃町旅来など河川か ら離れたところに

も出現 した.こ れらの多 くは繁殖実績のないとこ

ろや繁殖適地とみなされないところであった.12月

から2月 には,音 更川では全域に出現 したが,音

更川 と居辺川以外での出現記録は少なかった.

2.冬 季の個体数

居辺川の調査地における1980年 か ら1982年 まで

の各年の繁殖っがい数はそれぞれ5,6,6で あっ

た.そ して1981,1982,1983年 の1月 の滞在個体

数(一 ・時的に出現 した放浪個体 は除く)は それぞ

れ6,10,9個 体であった.ま た放浪個体も含め

た冬季の最大個体数は,1981年2月9日 が17個体,

1982年1月7日 が13個 体,1983年2月3日 が17個
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図2.十 勝 地 方 に お け る セ グ ロセ キ レイ の非 繁殖 期(9～2月)の 分 布.■:9～11月 ●:12～2月,

1広 尾,2歴 舟 川,3湧 洞 沼,4十 勝 川,5居 辺 川,6足 寄 湖,7芽 登 取 水 ダ ム,8音 更 川,9然 別 湖,

10佐 幌 ス キ ー場

Figure2.DistributionofJapaneseWagtailinTokachidistrictatnon-breedingseasonfrom1972to

2004.■:fromSeptembertoNovember●:fromDecembertoFebruary

体であった.っ まり居辺川では繁殖個体数の6割

か ら8割 が定住 し,一旧寺的飛来個体を含めると冬

季の個体数は繁殖個体数より多かった.ま た音更

川の十勝三股か ら十勝川 との合流点までの間(約

66km)で は繁殖期(1977年6月15日 ～7月6日)

に観察されたセグロセキレイ成鳥が75個体,冬 季

(1978年1月30日 ～2月22日)に 観 察 さ れ た セ グ

ロセ キ レイ が50個 体 で あ っ た(川 辺1978).音 更

川 にお い て も繁 殖 期 の 成 鳥 の 個 体 数 の6割 近 くが

冬 季 に も生 息 して いた.こ の よ うに詳 細 に調 査 を

行 な った 河 川 で は冬 季 にお いて もセ グ ロ セ キ レイ

の 個 体数 の 大 きな 減 少 は認 め られ な か っ た.
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1980年 1981年 1982年 1983年 1984年
6 17 17 17 17

27♂

53♂

55♂ ■ 一
554♂

59♂ 圏 ■

75♂

563♂

72♂ 一
93♂

91♂ ■

186♂ ■

163♂ 1■

117♂ ■

528♀ 一 一
39♀ 一 ■

551♀ ■■

50♀ ■■■■■■ ■

552♀ ■ 一 一
57♀

558♀

62♀ 一
74♀ 一 ■

576♀ 幽

151♀ ■

152♀ ■■

158♀ ■

185♀ 圏

184♀ ■

87♀ ■

189♀ 一
192♀ ■ ■

191♀ 一
818♀ 一

図3.北 海 道 中央 部,居 辺 川 に お け る セ グ ロセ キ レイ の滞 在 状 況

Figure3.StayofJapaneseWagtailattheOribeRiver,centralHokkaidofrom1980to1984.

3.標 識個体の季節的移動

糠平湖では1981年 に繁殖 したつがいが,1982年,

1983年 にも同じ組み合わせで繁殖期に出現 した.

このっがいは繁殖を終えると姿を消 し,そ の後

標識を付けられていない個体が出現 した.っ まり

このっがいは繁殖期にのみこの生息地を利用する

夏鳥型であった.十 勝三股で1978年 に繁殖 した

雌は繁殖を終えると姿を消 し,そ の後 ここでは観

察されなかった.こ の場合も繁殖期のみの生息地

利用ということで夏鳥型とみなせる.居 辺川では

個体識別 した22個 体のうち,2年 以上滞在 したの

は雄3個 体,1年 以上2年 未満滞在 したのは雄2

個体雌2個 体,繁 殖期にのみ出現 したのは雄3個

体雌8個 体,冬 季にのみ出現 したのは雄2個 体雌

4個 体であった(図3).こ のように居辺川では

留鳥型,夏 鳥型,冬 鳥型の生息地利用が認められ

た.

冬鳥型の個体ナンバー59♂(以 下59♂ という)
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は4シ ー ズ ンに わ た り冬 季 に の み 出現 した.そ の

行 動 圏 を 図4に 示 す.1981年1月19日 に カ ラー リ

ング を取 付 け て観 察 を 開始 し,3月14日 ま で 滞在

が 確 認 さ れ た.1981-1982年 の冬 は10月,12月,

2月 に各1日 だ け確 認 さ れ,出 現 地 点 は一 定 しな

か った.1982-1983年 の 冬 は10月15日 か ら3月14

日 まで 滞 在 した.注 目 され るの は,1983年1月17

日か ら2月26日 まで57♂ が27♂(1月15日 頃 に姿

を 消 した)の な わ ば りへ 行 動 圏 を 拡 大 した こ とで

あ る.1983-1984年 の冬 は11月15日 か ら2月24日

1981WINTER

l981イr1月19卜 」

～3月14日

(230分)

B

1981/82WINTER

1981年10月31日

～1982年2月!7日

(14分)

1982/83WINTER

1982イ'FlO月15Li

～1983葺 三3月14日

(464分)

1983/84WINTER

1983向 三11月15日

～1984向2月24H

(36分)
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図4.冬 鳥型のセグ ロセキ レイ59♂ の行動圏.★:一 時 的出現地点.カ ッコ内は観察 時間
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まで 確 認 され,そ の 行 動 圏 は1981年1～3月 の そ

れ と ほぼ 同 じで あ っ た.

考 察

Brazil(1991),藤 巻(2000),河 井ほか(2003),

Alst6rm&Mild(2003)ら の見解 は,北 海道の

セグロセキレイが冬季に著 しく個体数を減少させ

るので大部分が夏鳥であるということで共通 して

いた.図1に 示 したように十勝地方での冬季のセ

グロセキレイの出現地点は著 しく限られていた.

ただし,こ の結果については,積 雪で河川への接

近が困難なため,繁 殖適地が多くある札内川 ・歴

舟川 ・十勝川などでの観察を行なっていないこと

を考慮 しなければならない.も しこれらの河川で

冬季の詳細な調査が行なわれたなら多 くのセグロ

セキ レイの生息が確認されたと推測される.な ぜ

なら,詳 細に調査を行なった音更川では冬季 も繁

殖期の成鳥の個体数の7割 近 く,居 辺川では繁殖

期よりも多い個体数が確認されているからである.

したが って,北 海道においてセグロセキレイの大

部分が夏鳥 との見解は否定 される.ま た,大 部分

が夏鳥であるということは,渡 り習性が確立 して

いると理解 しなければな らない.も しそうである

のな ら,夏 鳥のバクセキレイMα1〃gθ η3が北海

道の開拓の進行とともに人為的環境に進出 した

ように,セ グロセキレイも河川の外に生息地を獲

得できたはずである.し かし,セ グロセキレイの

二次的生息地での繁殖 は著 しく限定 されている

(川辺2004).こ のことはバクセキレイのような

渡 り習性が確立 されていないことを示唆する.ま

たセグロセキレイの翼差がバクセキ レイのそれよ

り小さい(川 辺2005)こ ともこの考えに調和す

る.

セグロセキレイは渡 りをしないものの季節的移

動が見 られた.こ の季節移動は網状流河川の居辺

川と二次的生息地である糠平 ・十勝三股で違って

いた.本 州においても同様のことが認められてい

る.っ まり本州中部 の網状流河川である鬼怒川

(栃木県宇都宮市)で は留鳥型 と冬鳥型が出現 し

(平野1981),本 州の二次的生息地である茨城県

水戸市では留鳥型(少 数)と 夏鳥型(多 数)が 出

現 している(Nakamura1982).

網状流河川は,浅 瀬が多くかっ広いという採食

のための好適性 と生息する水生昆虫の多様性によ

る食物確保の有利性を備えており,セ グロセキレ

イにとって一年を通 して好適な生息地 となってい

る(川 辺2005).一 方,二 次的生息地は夏季以外

の食物の安定的確保が困難であり,セ グロセキレ

イは一年を通 して生息することができない.

分布北限域におけるセグロセキレイの季節的移

動は,次 のように解釈 される.居 辺川のようにほ

ぼ周年採食条件に恵まれた網状流河川においては

セグロセキレイは周年生息することが可能であり,

留鳥型が存在する.ま た冬季のみ生息する個体

(冬鳥型)や 繁殖期にのみ生息する個体(夏 鳥型)

も出現する.し か し,糠 平や十勝三股のような周

年の採食条件が乏 しい二次的生息地では主に夏鳥

型が出現する.こ れら夏鳥型の個体 と幼鳥あるい

は若鳥は秋から採食場所を求あて移動 ・分散する.

このうち採食条件の安定 した特定の場所へ移動す

るものを冬鳥型 とみることができる.ま た繁殖 に

不適な水辺空間に一時的に出現する個体が しば し

ば見られる.こ れを可能とするのは,秋 に落ちる

広葉樹の葉の存在である.広 葉樹の葉が流れに落

ちると,こ れを食べるためカワゲ ラP1θcρμθ澱'

カゲロウ1功舵〃2εrρμθroが落葉に多数付着する.

セグロセキレイは,陸 生昆虫の乏 しいこの時期に

重要な食物資源 となるこれらの水生昆虫を採食す

るため,繁 殖 に不適な水辺空間にも出現する.ウ

トナイ湖では10月から3月 まで定期的に,そ して

北海道北東部の知床半島で2月 にセグロセキレイ

が見 られるとBrazil(1991)が 報告 しているが,

このような個体 も水生昆虫を求めて繁殖には不適

な水辺へ出現 したと解釈される.

したがって,セ グロセキレイは分布北限域の北

海道においても基本的に留鳥であるが,一 部の個

体群がより広域に水辺空間を利用するため季節的

移動を行なっている,と 筆者は考える.
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Summarv

TheauthorhasinvestigatedthemovementsofJapaneseWagtailincentral

Hokkaido(thenorthernpartofTokachidistrict)since1976.JapaneseWagtail

occurredatthewatersideevenwheretheycouldnotbreedinfall.Theyoccurred

mainlyatriver(especiallybraidedstream)inwinter.ThepopulationofJapanese

Wagtaildidnotsubstantiallydecreaseinwinter.Thereforetheopinionthatmost
ofJapaneseWagtailsweresummervisitorsinHokkaidowasdenied.Residenttype ,
summervisitortypeandwintervisitortypeoccurredinthebraidedstreamwhich
wasaprimaryhabitat,ontheotherhandsresidenttypedidnotoccurinthe

secondaryhabitat.Thatistosay,althoughJapaneseWagtailswerenotmigrants,

theyseasonallymoved.ItisthoughtthatJapaneseWagtailsareabletoutilize

theriparianhabitatswidelybymovingseasonally.


